
I
T
、I
o
T
の
導
入
で

生
産
性
革
新
と

経
営
改
善
を
実
現

岡
谷
熱
処
理
工
業
株
式
会
社

1
9
6
0
年
（
昭
和
3
5
年
）
に
地
元
の
金
属
加
工
業
へ
の
貢
献
の
た
め
、
先

代
社
長
が
熱
処
理
会
社
を
創
業
。

現
社
長
の
西
澤
氏
は
、
N
T
T
で
局
長
を
経
験
し
た
後
、同
社
２
代
目
社
長
に

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
副
社
長
と
な
っ
た
が
、
2
代
目
社
長
の
急
逝
に
よ
り
2
0
0
3
年

に
社
長
に
就
任
し
た
。
半
完
成
状
態
の
金
属
製
品
に
熱
処
理
を
し
、
”魂
を
い
れ
る

“
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
「
熱
処
理
に
お
い
て
は

（
金
属
を
）
歪
ま
せ
な
い
」
た
め
に
、
技
術
革
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
歪
み
を
従
来

の
1
/
3
0
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
実
用
化
さ
せ
た
。

1234

「
常
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

  

変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
。」

「
革
新
的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を

  

し
た
い
が
、何
か

  

ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
I
T
は
変
革
の
た
め
に
は

  

必
要
な
こ
と
。」

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
、

  

A
I
の
導
入
に
も
取
り
組
む
。」

以
前
か
ら
白
川
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）

と
個
人
的
に
交
流
の
あ
っ
た
西

澤
さ
ん
は
、
当
拠
点
が
開
設
さ
れ

C
C
O
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た

こ
と
を
聞
き
、
来
訪
。「
加
工
し
て

出
荷
す
る
製
品
の
品
質
を
い
か
に

し
て
保
証
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」

「
熱
処
理
や
、
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
仕
事
は
、
一
品
対
応
で
あ
る
。

品
物
の
取
り
違
い
を
皆
無
と
し
、

定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
通
り
遂
行

し
た
の
か
を
検
証
で
き
る
革
新
的

な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
た
い
が
、

何
か
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
受
注

－

製
造

－

出
荷

－

納
品
の
一

連
を
、
更
に
効
率
を
上
げ
て
生
産

性
の
向
上
を
図
り
、
経
営
基
盤
を

強
化
し
た
い
。
有
益
な
方
策
を
講

じ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
？
」
な
ど
、
高
度
な
課
題
意

識
を
投
げ
か
け
た
。

対
応
し
た
白
川
C
C
O
は
、
現

状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
幾
度
と

な
く
同
社
を
訪
問
。
現
場
を
観
察

し
、
社
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
受
注
は
極
め
て
不

規
則
で
、
工
場
の
稼
働
は
お
客
様

の
都
合
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
。

受
注
か
ら
製
造
、
出
荷
、
納
品
に

至
る
一
連
の
作
業
に
お
い
て
、
部

分
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
伝
票

処
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
手
書
き
作
業
で
あ
る
こ

と
。
お
客
様
か
ら
預
か
る
金
型
の

材
料
、
形
状
、
使
用
目
的
に
よ
り
、

熱
処
理
の
作
業
条
件
（
焼
入
れ
、

焼
戻
し
温
度
、
時
間
な
ど
）
を
個
々

に
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

現
場
に
品
物
が
到
着
し
て
始
め
て

作
業
指
示
を
出
し
て
お
り
、
な
お

か
つ
各
熱
処
理
炉
の
処
理
能
力
に

見
合
っ
た
作
業
指
示
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
改
善
点
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

I
T
化
に
よ
る

管
理
体
制
が
有
効
と
判
断

ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

高
度
な
相
談

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
諏
訪
・
岡
谷
地
区
は
、
東
洋
の

ス
イ
ス
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
精
密
金

属
加
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

時
計
や
情
報
機
器
な
ど
、
国
内
で

も
有
力
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岡
谷
地
区
で
絶
え
ず
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
競
合
他
社
に
先

駆
け
た
技
術
革
新
を
強
く
希
求
し

て
い
る
の
が
、
岡
谷
熱
処
理
工
業

株
式
会
社
の
西
澤
さ
ん
だ
。

白
川
C
C
O
は
、
大
き
く
2
つ
、

受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
と
設
備
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
。
受
注

管
理
面
で
は
、
確
認
さ
れ
た
顧
客

の
要
望
（
鋼
材
の
種
類
、
形
状
、

硬
さ
、
希
望
納
期
な
ど
）
を
オ
ン

タ
イ
ム
で
工
場
に
知
ら
せ
る
方
策

を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
。
受
注
か

ら
製
造
、
出
荷
・
納
品
に
至
る
一

連
の
伝
票
処
理
の
I
T
化
だ
。
ま

た
、
設
備
管
理
面
で
は
、
熱
処
理

炉
の
運
転
状
況
、
炉
内
温
度
、
炉

内
真
空
度
な
ど
、
熱
処
理
の
要
と

な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
遠
隔
で
も

監
視
で
き
る
I
o
T
導
入
を
図

る
こ
と
を
提
案
。「
ま
ず
は
、I
T
、

I
o
T
の
重
要
性
に
つ
い
て
西
澤

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

じ
っ
く
り
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
」
と
白
川
C
C
O
は
当

時
を
振
り
返
る
。
提
案
を
受
け
、

西
澤
さ
ん
は
幹
部
と
協
議
し
た
末

「
現
状
に
満
足
し
て
い
て
は
進
歩
が

な
い
。
変
革
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
」
と
決
断
。
導
入
に
向
け
た

挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み

I
T
、
I
o
T
化
を
推
進

白
川
C
C
O
は
、
西
澤
さ
ん
の

熱
意
を
支
え
る
た
め
、
長
野
県
工

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
信
州
大

学
工
学
部
な
ど
の
技
術
陣
、
設
備

メ
ー
カ
ー
、
ソ
フ
ト
会
社
、
主
要

顧
客
、
当
拠
点
の
C
O
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
を
行
っ
た
。
西
澤

さ
ん
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
「
オ
カ
ネ
ツ
生
産
革
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ

だ
。
当
拠
点
と
し
て
も
「
長
野

H
Y
B
R
I
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
の
主
要
支
援
事
業
と
し

て
本
腰
を
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
。
実

際
の
導
入
に
は
、
相
当
の
設
備
投

資
を
必
要
と
す
る
た
め
、「
も
の
づ

く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開

支
援
補
助
金
事
業
」
へ
の
申
請
を

支
援
。

3
0
0
0
万
円
の
補
助
金
が
獲

得
で
き
、
設
備
投
資
も
実
現
し
た
。

C
C
O
と
な
る
前
か
ら
の
成
果
も

入
れ
る
と
、
8
年
連
続
で
何
か
し

ら
の
補
助
金
の
獲
得
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。
西
澤
さ
ん
の
想
い
に
マ

ッ
チ
し
た
支
援
が
で
き
て
い
る
証

拠
だ
。

I
T
、
I
o
T
化
で

経
常
利
益
が
1.
4
倍
に

約
1
.
5
年
か
け
て
推
進
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
結
果
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
受
注

時
点
で
の
製
品
の
写
真
や
顧
客
要

求
条
件
な
ど
の
情
報
が
、
オ
ン
タ

イ
ム
で
工
場
に
伝
達
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
た
。

ま
た
、
製
品
の
熱
処
理
作
業
に

お
け
る
各
種
作
業
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

の
見
え
る
化
（
遠
隔
監
視
）
が
図
れ
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
設
定
ミ
ス
に
よ

る
や
り
直
し
が
格
段
に
減
る
な
ど

品
質
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
熱
処
理
炉
の

処
理
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

納
期
短
縮
、
処
理
に
要
す
る
電
力

量
の
大
幅
な
削
減
に
成
功
。
間
接

作
業
を
含
む
全
社
的
な
作
業
効
率

の
向
上
は
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

支
援
の
結
果
、
2
0
1
8
年
9

月
期
決
算
は
、
売
上
げ
は
前
期
並

で
あ
っ
た
が
、
経
常
利
益
で
前
期

比
1
．
4
倍
以
上
と
な
り
、
取
組

み
が
数
字
と
し
て
顕
著
に
現
れ
た
。

西
澤
さ
ん
は
自
ら
の
仕
事
に
つ

い
て
、
誇
り
を
も
っ
て
「
社
会
に
、

お
客
様
に
、
如
何
に
貢
献
で
き
る

企
業
で
あ
る
か
が
重
要
。
お
客
様

の
金
型
や
工
具
製
品
を
預
か
っ
て
、

ご
要
求
通
り
に
仕
上
げ
る
”
熱
処

理
“や
”
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
“の

仕
事
は
一
見
地
味
に
思
え
る
が
、

絶
え
ず
新
た
な
技
術
を
必
要
と
し

て
お
り
、
お
客
様
に
還
元
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い

る
。」
と
語
る
。
こ
の
姿
勢
を
表
す

よ
う
に
、
同
社
の
挑
戦
は
こ
こ
で

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
A
I

の
導
入
な
ど
、
更
な
る
品
質
向
上
、

業
務
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
か
ま
え
だ
。

支
援
を
担
当
し
た
白
川
C
C
O

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

支
援
を
す
る
中
で
、
成
果
を
得
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
経
営
者

の
や
る
気
と
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
」
と
し
た
上
で
、
頻
繁
な
連
絡

や
密
な
相
談
、
時
に
は
本
音
で
意

見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
、
当
初

計
画
の
実
現
と
予
想
以
上
の
収
益

改
善
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
い
た

要
因
だ
と
振
り
返
っ
た
。

I
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
売
上
拡

大
を
図
る
上
で
有
効
な
手
立
て
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
事

例
は
、
I
T
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や
人
為
的
な

ミ
ス
を
抑
制
し
、
品
質
の
向
上
を

実
現
し
た
好
例
と
な
っ
た
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
変
革

を
求
め
I
T
導
入
に
踏
み
切
っ
た

西
澤
さ
ん
の
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

会話を重ね、課題を解決

1920

Featured Articles 2

1

1
2
金属を歪ませない革新的な熱処理技術が強み
特殊なコーティングで工具を長寿命化し、ものづくりを支えている

常に革新を求める西澤さん（右）と支援チームを構築し挑戦をバックアップした白川CCO（左）

2



I
T
、I
o
T
の
導
入
で

生
産
性
革
新
と

経
営
改
善
を
実
現

インターネットやクラウドコンピューターを活用。各熱処
理炉の処理効率が飛躍的に向上し、納期短縮、処理に要
する電力量の大幅な削減に成功している

以
前
か
ら
白
川
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）

と
個
人
的
に
交
流
の
あ
っ
た
西

澤
さ
ん
は
、
当
拠
点
が
開
設
さ
れ

C
C
O
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た

こ
と
を
聞
き
、
来
訪
。「
加
工
し
て

出
荷
す
る
製
品
の
品
質
を
い
か
に

し
て
保
証
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」

「
熱
処
理
や
、
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
仕
事
は
、
一
品
対
応
で
あ
る
。

品
物
の
取
り
違
い
を
皆
無
と
し
、

定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
通
り
遂
行

し
た
の
か
を
検
証
で
き
る
革
新
的

な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
た
い
が
、

何
か
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
受
注

－

製
造

－

出
荷

－

納
品
の
一

連
を
、
更
に
効
率
を
上
げ
て
生
産

性
の
向
上
を
図
り
、
経
営
基
盤
を

強
化
し
た
い
。
有
益
な
方
策
を
講

じ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
？
」
な
ど
、
高
度
な
課
題
意

識
を
投
げ
か
け
た
。

対
応
し
た
白
川
C
C
O
は
、
現

状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
幾
度
と

な
く
同
社
を
訪
問
。
現
場
を
観
察

し
、
社
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
受
注
は
極
め
て
不

規
則
で
、
工
場
の
稼
働
は
お
客
様

の
都
合
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
。

受
注
か
ら
製
造
、
出
荷
、
納
品
に

至
る
一
連
の
作
業
に
お
い
て
、
部

分
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
伝
票

処
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
手
書
き
作
業
で
あ
る
こ

と
。
お
客
様
か
ら
預
か
る
金
型
の

材
料
、
形
状
、
使
用
目
的
に
よ
り
、

熱
処
理
の
作
業
条
件
（
焼
入
れ
、

焼
戻
し
温
度
、
時
間
な
ど
）
を
個
々

に
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

現
場
に
品
物
が
到
着
し
て
始
め
て

作
業
指
示
を
出
し
て
お
り
、
な
お

か
つ
各
熱
処
理
炉
の
処
理
能
力
に

見
合
っ
た
作
業
指
示
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
改
善
点
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

I
T
化
に
よ
る

管
理
体
制
が
有
効
と
判
断

ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

高
度
な
相
談

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
諏
訪
・
岡
谷
地
区
は
、
東
洋
の

ス
イ
ス
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
精
密
金

属
加
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

時
計
や
情
報
機
器
な
ど
、
国
内
で

も
有
力
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岡
谷
地
区
で
絶
え
ず
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
競
合
他
社
に
先

駆
け
た
技
術
革
新
を
強
く
希
求
し

て
い
る
の
が
、
岡
谷
熱
処
理
工
業

株
式
会
社
の
西
澤
さ
ん
だ
。

白
川
C
C
O
は
、
大
き
く
2
つ
、

受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
と
設
備
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
。
受
注

管
理
面
で
は
、
確
認
さ
れ
た
顧
客

の
要
望
（
鋼
材
の
種
類
、
形
状
、

硬
さ
、
希
望
納
期
な
ど
）
を
オ
ン

タ
イ
ム
で
工
場
に
知
ら
せ
る
方
策

を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
。
受
注
か

ら
製
造
、
出
荷
・
納
品
に
至
る
一

連
の
伝
票
処
理
の
I
T
化
だ
。
ま

た
、
設
備
管
理
面
で
は
、
熱
処
理

炉
の
運
転
状
況
、
炉
内
温
度
、
炉

内
真
空
度
な
ど
、
熱
処
理
の
要
と

な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
遠
隔
で
も

監
視
で
き
る
I
o
T
導
入
を
図

る
こ
と
を
提
案
。「
ま
ず
は
、I
T
、

I
o
T
の
重
要
性
に
つ
い
て
西
澤

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

じ
っ
く
り
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
」
と
白
川
C
C
O
は
当

時
を
振
り
返
る
。
提
案
を
受
け
、

西
澤
さ
ん
は
幹
部
と
協
議
し
た
末

「
現
状
に
満
足
し
て
い
て
は
進
歩
が

な
い
。
変
革
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
」
と
決
断
。
導
入
に
向
け
た

挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み

I
T
、
I
o
T
化
を
推
進

白
川
C
C
O
は
、
西
澤
さ
ん
の

熱
意
を
支
え
る
た
め
、
長
野
県
工

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
信
州
大

学
工
学
部
な
ど
の
技
術
陣
、
設
備

メ
ー
カ
ー
、
ソ
フ
ト
会
社
、
主
要

顧
客
、
当
拠
点
の
C
O
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
を
行
っ
た
。
西
澤

さ
ん
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
「
オ
カ
ネ
ツ
生
産
革
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ

だ
。
当
拠
点
と
し
て
も
「
長
野

H
Y
B
R
I
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
の
主
要
支
援
事
業
と
し

て
本
腰
を
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
。
実

際
の
導
入
に
は
、
相
当
の
設
備
投

資
を
必
要
と
す
る
た
め
、「
も
の
づ

く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開

支
援
補
助
金
事
業
」
へ
の
申
請
を

支
援
。

3
0
0
0
万
円
の
補
助
金
が
獲

得
で
き
、
設
備
投
資
も
実
現
し
た
。

C
C
O
と
な
る
前
か
ら
の
成
果
も

入
れ
る
と
、
8
年
連
続
で
何
か
し

ら
の
補
助
金
の
獲
得
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。
西
澤
さ
ん
の
想
い
に
マ

ッ
チ
し
た
支
援
が
で
き
て
い
る
証

拠
だ
。

I
T
、
I
o
T
化
で

経
常
利
益
が
1.
4
倍
に

約
1
.
5
年
か
け
て
推
進
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
結
果
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
受
注

時
点
で
の
製
品
の
写
真
や
顧
客
要

求
条
件
な
ど
の
情
報
が
、
オ
ン
タ

イ
ム
で
工
場
に
伝
達
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
た
。

ま
た
、
製
品
の
熱
処
理
作
業
に

お
け
る
各
種
作
業
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

の
見
え
る
化
（
遠
隔
監
視
）
が
図
れ
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
設
定
ミ
ス
に
よ

る
や
り
直
し
が
格
段
に
減
る
な
ど

品
質
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
熱
処
理
炉
の

処
理
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

納
期
短
縮
、
処
理
に
要
す
る
電
力

量
の
大
幅
な
削
減
に
成
功
。
間
接

作
業
を
含
む
全
社
的
な
作
業
効
率

の
向
上
は
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

支
援
の
結
果
、
2
0
1
8
年
9

月
期
決
算
は
、
売
上
げ
は
前
期
並

で
あ
っ
た
が
、
経
常
利
益
で
前
期

比
1
．
4
倍
以
上
と
な
り
、
取
組

み
が
数
字
と
し
て
顕
著
に
現
れ
た
。

西
澤
さ
ん
は
自
ら
の
仕
事
に
つ

い
て
、
誇
り
を
も
っ
て
「
社
会
に
、

お
客
様
に
、
如
何
に
貢
献
で
き
る

企
業
で
あ
る
か
が
重
要
。
お
客
様

の
金
型
や
工
具
製
品
を
預
か
っ
て
、

ご
要
求
通
り
に
仕
上
げ
る
”
熱
処

理
“や
”
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
“の

仕
事
は
一
見
地
味
に
思
え
る
が
、

絶
え
ず
新
た
な
技
術
を
必
要
と
し

て
お
り
、
お
客
様
に
還
元
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い

る
。」
と
語
る
。
こ
の
姿
勢
を
表
す

よ
う
に
、
同
社
の
挑
戦
は
こ
こ
で

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
A
I

の
導
入
な
ど
、
更
な
る
品
質
向
上
、

業
務
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
か
ま
え
だ
。

支
援
を
担
当
し
た
白
川
C
C
O

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

支
援
を
す
る
中
で
、
成
果
を
得
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
経
営
者

の
や
る
気
と
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
」
と
し
た
上
で
、
頻
繁
な
連
絡

や
密
な
相
談
、
時
に
は
本
音
で
意

見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
、
当
初

計
画
の
実
現
と
予
想
以
上
の
収
益

改
善
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
い
た

要
因
だ
と
振
り
返
っ
た
。

I
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
売
上
拡

大
を
図
る
上
で
有
効
な
手
立
て
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
事

例
は
、
I
T
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や
人
為
的
な

ミ
ス
を
抑
制
し
、
品
質
の
向
上
を

実
現
し
た
好
例
と
な
っ
た
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
変
革

を
求
め
I
T
導
入
に
踏
み
切
っ
た

西
澤
さ
ん
の
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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　 金属にコーティングを施すことで、切削工具、金型を長寿命化
顧客の要望をオンタイムで工場に知らせることで、作業効率を向上
熱処理作業のパラメーターを見える化
作業工程の確認をする西澤さんと従業員の方々
現場では作業の細部もチェックする
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熱
処
理
、金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

高
い
技
術
力
を

I
T
、I
o
T
の
力
で

更
に
革
新
し
て
い
る
。


